
舞姫レポ ート  

 

「鴎外は 何のため に舞姫を 書いたか 」  

 

はじめに  

私は鴎外 が何故こ の「舞姫」書いたの かが理解 できなか った。特 に感動す るわけで もなく 、

読み終わ った後、満足感を 得るわけ でもない 。むしろ 主人公に 対して良 くない思 いを抱き 、

すっきり しないま ま終って しまう。  

そこで、 鴎外が何 のために この「舞 姫」とい う作品を 残したの か、をテ ーマに考 える こ と

にした。  

 様々な 考えが思 い浮かん だが、結 論として 、この「 舞姫」に は鴎外の 明治とい う時 代 を

生きる人 々に向け たメッセ ージが含 まれてい るのだと 考えた。 そして鴎 外はそれ を伝 え る

ためにこ の舞姫を 書いたの だ。  

 

本論  

 

 まず、 歴史背景 について 考える。 この明治 という時 代は、「 立身出世 」、「国 家有 為 」

といった 考え方が 当たり前 であり、 それらの 行為は人 間として 価値のあ るものと され て い

て、誰も がこうし た野望を 抱いてい た。鴎外 の経歴か らしても 、彼も例 外なくこ の風 潮 を

もろに受 けていた のだろう 。  

 同じよ うにその 時代を生 きた豊太 郎は、出 世・親・ 上司の期 待に沿う ことだけ を考 え 生

きてきた 。そして ドイツで 自由な空 気に触れ たことで 自我に目 覚め、立 身出世と いう 今 ま

での目的 を捨て、 自由にな りたいと 望むよう になった 。しかし 、それが 原因とな り、 ク ビ

になり、 出世の道 は絶たれ てしまっ た。  

「官長は もと心の ままに用 ゐるべき 器械をこ そ作らん としたり けめ。独 立 の思想を 懐きて 、

人なみな らぬ面持 ちしたる 男をいか でか喜ぶ べき。危 きは余が 当時の地 位なりけ り。」  

とあるよ うに、出 世・国家 のために 生きよう としない 人間、つ まり、豊 太郎のよ うに 自 我

に目覚め 、自由を 望むよう な人間は 、いくら 仕事をこ なそうと も、世間 から排除 され て し

まう。  

  また、 せっかく 何にも縛 られずに エリスと の順風満 帆な生活 を歩んで いた豊太 郎だ が 、

相沢によ って再び その道に 引き戻さ れること になる。  

縛られて いるもの から自由 になりた いと思え ば排除さ れ、自由 になった と思えば 再び 縛 ら

れる。  

それが明 治という 時代だっ たのだ。  

 



 次に、 人物設定 について 考える。 この小説 の主人公 、太田豊 太郎は、 立身出世 を目 指 し

ていたエ リートの 若者であ る。母の ため、上 司のため 、豊太郎 は真の自 分を隠し 、縛 り つ

け、奉公 してきた 。豊太郎 は当時の 立身出世 を目指す 人々を、 そして母 や上司、 また 相 沢

のように 彼を出世 の道に縛 り付けて いるもの たちは、 この時代 の風潮そ のものを 表し て い

ると考え ることが できる。 当時の人 々にとっ て、立身 出世・国 家有為な どは当た り前。  

つまり、 この「舞 姫」とい う作品は 当時の社 会が描写 されてい るのであ る。  

 

結論  

 物語の 冒頭、終 盤からも わかるよ うに、「 舞姫」は ハッピー エンドで はない。 それ に 、

いくら出 世が第一 の時代で あったと しても、 エリスを 妊娠、更 には発狂 までさせ た豊 太 郎

に対し批 判的な感 情を持つ ものは多 いだろう 。  

 だが、 それこそ が、鴎外 の狙いだ ったので はないだ ろうか。  

 鴎外は この「舞 姫」で、 この時代 の典型的 な生き方 をしてい る豊太郎 という人 物を 用 い

てこの時 代や人々 の生き方 を風刺し ているの だ。  

立身出世 のために 真の自分 を捨て、国のため に奉公す る。そん なことが 当たり前 の時代に 、

「そんな 生き方で 幸せにな れる訳で はない。 」と鴎外 は皮肉っ ているの である。  

また、一 度豊太郎 が自我に 目覚め、 エリスと の幸せな 生活を送 っていた ことを描 いた の は

その前後 の、つま り立身出 世のため に生きて いるとき の豊太郎 とを比較 し、何に も縛 ら れ

ず自由に 生きるこ  

との素晴 らしさを 伝えるた めである 。  

 

 そして 、読者が 「豊太郎 は最低だ 。自分は 豊太郎み たいにな りたくな い。」と 思う こ と

にも意味 があり、 鴎外は読 者にこう 思わせる ことによ って、当 時の人々 が自分を 見つ め な

おしてく れること を期待し た。そし て、自由 になるこ とが難し いこの時 代が少し でも 変 わ

っていく ことを望 んだのだ 。  

 

以上より 、これが 私の考え る「鴎外 が舞姫を 書いた理 由」だ。  


